
Journal of Surface Analysis Vol.18, No. 1 (2011) p.103 

編集後記 

−103− 

編集後記 

 
3 月 11 日に日本列島を未曾有の大震災が襲いま

した．帰るべき家を，街を，家族を失った被災地の

方々に心よりお見舞い申し上げます．その後の混乱

で用紙が品不足となり，前号の PSA-10 プロシー

ディング特集号の印刷・発行スケジュールにも遅れ

が出ました．こうしたアクシデントからも，東日本

の太平洋岸を襲った震災が日本全体の経済活動に

甚大で広範囲な影響を及ぼしている状況が垣間見

えます． 

そして，今回の震災では，レベル 7 の深刻な原発

事故が起きました．同じレベルの事故が 1986 年に

旧ソ連のチェルノブイリ原発で起きたときには遠

い国の異様な出来事と受け止めた記憶があります

が，まさか新世紀を迎えた日本で再び遭遇するとは

夢にも思っていませんでした．現代の科学技術の粋

を結集したはずの原発の安全神話さえも津波が押

し流した現実は，科学や技術に少なからず関わって

きた私たちにとって相当ショッキングな出来事で

す．巻頭言にもある通り，原発に支えられてきたエ

ネルギー消費型社会を脱して，もっと持続可能性の

高い社会に移行する転換期を迎えているのかもし

れません． 

私の故郷でもある東北地方に再び平穏が戻る日

を，切に願ってやみません．      （阿部） 
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